
村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

総
務
課 

人
権
政
策
係
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○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
権
侵
害

が
あ
っ
た
と
き
は
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
自
分
の
名
誉

を
毀
損
し
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵

害
し
た
り
す
る
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
も
、

発
信
者
が
だ
れ
か
被
害
者
に
は
分
か
ら

な
い
た
め
、
被
害
を
回
復
す
る
の
は
困

難
で
す
。

　
掲
示
板
や
S
N
S
で
あ
れ
ば
、
被
害

者
は
、
そ
の
運
営
者（
管
理
人
）に
削

除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
」

と
い
う
法
律
な
ど
に
よ
り
、
被
害
者
は
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
や
サ
ー
バ
の
管
理
・
運
営

者
な
ど（
以
下
、「
プ
ロ
バ
イ
ダ
」と
言

い
ま
す
）に
対
し
、
人
権
侵
害
情
報
の

発
信
者（
掲
示
板
や
S
N
S
な
ど
に
書

き
込
ん
だ
人
）の
情
報
の
開
示
を
請
求

し
た
り
、
人
権
侵
害
情
報
の
削
除
を
依

頼
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
示
請
求
や
削
除
依
頼
を
行
う
際
に

は
、
証
拠
と
し
て
保
存
す
る
た
め
に
、

メ
ー
ル
や
文
書
で
行
う
と
と
も
に
、
誹

謗
中
傷
等
に
あ
た
る
書
き
込
み
や
動
画

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
掲
示
板
の

U
R
L
や
ア
ド
レ
ス
を
控
え
、
該
当
す

る
画
面
や
動
画
は
、
保
存
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
削
除
依
頼
を
し
た
こ
と
が

公
表
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
掲
示
板
で
は
、

削
除
依
頼
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
書
き

込
み
な
ど
の
内
容
に
再
び
注
目
が
集
ま

り
、
冷
や
か
し
や
な
り
す
ま
し
の
書
き

込
み
が
増
え
、
結
果
的
に
被
害
が
拡
大

し
て
し
ま
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
掲
示
板
に
よ
っ
て
は
、
削
除

依
頼
を
し
た
人
の
氏
名
や
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
な
ど
の
個
人
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
削
除
を
依
頼
す
る
か
ど
う
か
や
、
そ

の
際
に
個
人
情
報
を
入
力
す
る
か
ど
う

か
は
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も

考
え
、
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
自
分
で
対
応
す
る
こ
と
が
不
安

な
と
き
は
、
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

で
あ
る
全
国
の
法
務
局
・
地
方
法
務
局

お
よ
び
そ
の
支
局（
以
下「
法
務
局
」と

い
い
ま
す
）の
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

○
被
害
者
自
ら
が
削
除
を
求
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
？

　
被
害
者
自
ら
が
削
除
を
求
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
は
、
法
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
法
務
局
で
は
、
ま
ず
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

へ
の
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
や
人
権

侵
害
情
報
の
削
除
依
頼
の
方
法
に
つ
い

て
助
言
を
行
う
な
ど
、
被
害
者
自
ら
が

被
害
を
回
復
・
予
防
を
図
る
た
め
の
手

助
け
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
手
助
け
を
し
て

も
被
害
者
自
ら
が
被
害
の
回
復
・
予
防

を
図
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
や
被
害
者

か
ら
の
削
除
依
頼
に
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
応

じ
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
法
務
局
が
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
の
削
除
の
要
請
を
行
い

ま
す
。

　
法
務
局
か
ら
の
削
除
要
請
は
、
被
害

者
か
ら
の
被
害
申
告
を
受
け
て
、
被
害

者
が
受
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

人
権
侵
害
に
つ
い
て
法
務
局
が
調
査
を

行
い
、
名
誉
毀
損
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
に
行
い
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「インターネットによる人権侵害」についてお伝えします。

　「両併夏まつり」（地元青壮年部・同女性部主催）が行わ
れました。当日は台風の接近が警戒されたため両併小学
校体育館を会場として開催。地域住民やお盆で帰省した
人などで例年どおりの賑わいを見せました。
　ステージでは、両併小学校の児童による「両併子ども
にわか」、「両併にぎやか音頭」などが次々と披露された
ほか、大人が演じる「仁○加」（にわか）も会場を沸かせ
ていました。

両併小学校児童が踊った「両併にぎやか音頭」

Hot News 南 阿 蘇 村 の 話 題

両併の夏の風物詩
両併夏まつり

8
14

　道の駅「あそ望の郷くぎの」デッキスペースおよび「阿
蘇ものづくり学校」（中松）で「夏休み親子モノづくり教
室」（ASOものづくりネットワーク主催）が開催されまし
た。
　ススキで編むホウキ作りや、木を材料にしたロボット
作り、植物を使った草木染めなどの体験メニューがあり、
子どもから大人まで参加者たちは実技指導を受けながら
自分の作品を作り上げていました。

「子どもエイサー隊」が増えた「南阿蘇エイサー隊」

作り方を教わりながら手作業でものづくり体験

　西安寺境内に建立された火伏地蔵を祀る「鎮火祭」（吉
田一区主催）が開催され、火伏祈願祭の後、白水総合セ
ンター 2階ホールで本祭が行われました。
　本祭では、地元新町青壮年と両併地区青壮年が互いの
地区の祭りで交流をしている「仁○加」（にわか）が演じ
られ、話の最後の「落ち」に観客からは拍手や笑いが起
こりました。ステージでは地元バンド演奏、バルーンアー
トや村エイサー隊などが会場を盛り上げ、地元有志や女
性部などの出店や抽選会などが来場者を楽しませました。

自然の材料で手作り体験
夏休み親子モノづくり教室

8
13～18

地域伝統の祭り
鎮火祭（吉田一区）

8
23

協定書を手にする原田学長（右）と吉良村長（左）

　熊本地震からの復興のため、熊本大学と村の連携強化
を目的とした協定を締結しました。当日は、熊本大学か
ら原田学長、村から吉良村長が出席し、地元の区役員や
議員が見守る中、協定書にサインしました。
　熊本大学には地震直後から、住民説明会などにおける
山の亀裂や地盤変動の調査結果の報告、村の震災遺構の
取組や復興計画策定への参画など、被災者の生活再建や
集落再生等に大きな支援をいただいてきました。今回の
協定締結が村の復興により一層の後押しとなることが期
待されます。
　また、同日付けで旧立野小学校の教室を活用して「阿
蘇サイエンスカフェ」がオープンしました。今後、定期
講座の開催等が計画されています。

熊本大学と村が包括的連携協定を締結
旧立野小学校で協定締結式を開催

8
30
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